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１ は じ め に 

 

サクラ‘啓翁桜’の切り枝は、これまで休眠特性について調 

べられ１）、それに引き続き、休眠打破による促成（以下、早期

促成と表す）技術が開発されたことにより３）、４）、12 月下旬か

ら出荷が可能となっている。また、12月下旬出荷の早期促成技

術の普及と需要開拓が併行して行われたことから、現在、サク

ラ切り枝は、正月用の花材として重要な品目に位置付けられて

いる。ところで、早期促成において開花率を高めるためには、

秋季以降において一定量以上の低温に遭遇することが必要であ

るが、秋冷の到来の遅い年次は自然条件では低温を充足するま

でに多くの日数を要する。そのため、県内産地では、一般に11

月中旬～下旬に行われる切り枝の収穫作業や、12月上旬に行わ

れる切り枝の促成開始の時期が遅れることから、12月下旬出荷

の安定化を図るうえで、自発休眠の覚醒効果のある温度域を明

らかにすることが課題となっている。これまで、早期促成にお

ける開花率を高める切り枝の低温処理温度は、0℃、2℃、4℃、

8℃の比較において8℃が も効果的であると報告されている１）。

また、8℃以下の低温遭遇を500～600時間とした切り枝を供試

した場合、40℃の温湯に1時間浸漬後にジベレリン水溶剤また

はシアナミド液剤を切り枝全面散布すると開花率が高くなり、

小花の品質も良好となることが明らかにされている４）。一方、

オウトウ２）やニホンナシ５）では、8℃以上の温度域でも自発休

眠の覚醒が促進されることが報告されているが、サクラでは8℃

以上の温度域における反応は不明な点が多い。そこで、11月下

旬に収穫した 8℃以下の自然低温遭遇が 300 時間の切り枝を供

試して、5、8、13℃でそれぞれ10日間低温処理した場合の処理

温度が開花と小花の品質に及ぼす影響を調べた。 

 

２ 試 験 方 法 

 

1993年に定植し、切り戻し収穫を繰り返しながら養成したサ

クラ‘啓翁桜’の樹から、2008年11月21日に切り枝を収穫し、

直後から水揚げを行い露地条件下に置床した。試験材料には、

8℃以下の自然低温遭遇が300時間に到達した11月22日に、切

り枝を長さ90㎝に調整して供試した。試験区は、11月22日か

ら12月2日までの10日間、5℃、8℃、13℃の各温度の恒温室

内において、切り枝を暗黒、水揚げ条件で低温処理した区（以

下、5℃区、8℃区、13℃区と表す）と、恒温室に入室しないで

露地条件下で水生け置床を継続した自然温度区を設けた。休眠

打破は、低温処理が終了した12月2日に40℃の温湯に1時間

浸漬後にジベレリン（協和発酵バイオ（株）、ジベレリン協和

粉末、ジベレリン 3.1％含有、以下、GA と表す）25ppm または

50ppmを切り枝全面散布する方法（以下、温湯＋GAと表す）を

用いた。GA は、花芽が充分濡れるように１枝当たり約 20mL を

目安にハンドスプレーで散布した。切り枝の促成は、12月2日

に加温温度 20℃（昼温）/13℃（夜温）に設定したガラス温室

に移動して開始した。促成中の水揚げは、切り枝の基部が水に

10㎝程度ひたるようにし、促成開始から概ね1週間後と2週間

後に水を取り替えて切り口の腐敗を防いだ。試験は各区6枝ず

つを供試して行った。促成開始から催色始日までの日数を催色

所要日数、促成開始から開花始日までの日数を到花日数とした。

開花率と小花の品質は2009年1月5日に調べた。 

 

３ 試 験 結 果 及 び 考 察 

 

催色所要日数は、8℃区の温湯＋GA50ppmが15日（12月17日）

と も早くなり、次いで5℃区の温湯＋GA50ppm、温湯＋GA25ppm、

8℃区の温湯＋GA25ppm、13℃区の温湯＋GA50ppmが16日（12月

18 日）と早くなったが、13℃区の温湯＋GA25ppm は 17 日（12

月 19 日）とやや遅くなった（図１）。到花日数は、8℃区の温

湯＋GA50ppmが20日（12月22日）と早く、その他の区は各休

眠打破処理とも21日（12月23日）と同等となった。各低温処

理区とも休眠打破をしない無処理では、自然温度区の無処理と

同様に、未催色、未開花であった。 

開花率は、8℃区の温湯＋GA50ppmと温湯＋GA25ppmが97～98％

と も高く、また、開花揃いが極めて優れた（図２、図３）。

次いで、5℃区の温湯＋GA50ppmと温湯＋GA25ppmが96％と高く、

開花揃いも 8℃区と比較してやや劣るものの商品性は高く良好

であった。一方、13℃区の温湯＋GA50ppmと温湯＋GA25ppmは87

～89％となり、実用的な開花率に達したが、開花揃いは劣った。 



小花の品質については、花そう重は、13℃区の温湯＋GA50ppm

が 2.4ｇとやや重くなったが、その他の区は 1.8～1.9ｇとなり

差は認められなかった（表1）。花径は、13℃区の温湯＋GA50ppm

が27.2㎜と も大きく、次いで、13℃区の温湯＋GA25ppmが23.2

㎜と大きく、その他の区では21.0～23.1㎜となり差は認められ

なかった。花梗長は18.5～21.3㎜となり差は認められなかった。 

このように、8℃以下の自然低温遭遇が300時間の後休眠期の

切り枝を10日間低温処理する場合、8℃処理の開花率が高く、

開花揃いが極めて優れた。また、5℃処理でも開花率が高く、開

花揃いは良好であった。この点については、本試験よりも自然

低温遭遇の少ない前休眠期から真正休眠期にかけて低温処理を

行った結果１）とほぼ同様の傾向であった。一方、13℃処理では、

8℃処理や5℃処理と比較して、開花揃いは劣ったものの、開花

率は8℃処理の約90％と実用的な水準となった。これまで、本

県における早期促成の開始時期の目安は、8℃以下の自然低温遭

遇が500時間以上とされ、8℃以上の温度域は無効と仮定されて

きた。しかし、本試験の結果から、8～13℃の温度も自発休眠の

覚醒効果のある温度として考慮したうえで、一定の重みづけを

行い積算すると、秋冷の到来の遅い年次でも、切り枝の収穫作

業や促成開始の時期を遅れさせないで、早期促成12月下旬出荷

の安定化が図られる可能性が示された。近年、気象の年次変動

は大きい。一方、サクラ切り枝の産地は県内一円に拡大してい

る。サクラにおいては、オウトウ２）やニホンナシ５）とは自発休

眠の覚醒効果の適温が異なることから、年次や産地が異なる場

合でも安定生産が可能となるように、今後、温度範囲をさらに

広げて自発休眠の覚醒に及ぼす温度ごとの影響を調べる必要が 

あると考えられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ま と め 

 

サクラ‘啓翁桜’の早期促成において、8℃以下の自然低温遭

遇が300時間の切り枝に10日間（＝240時間）、5℃、8℃、13℃

でそれぞれ低温処理した場合、8℃処理の開花率が97～98％と

も高く、また、開花揃いが極めて優れ、次いで5℃処理の開

花率が96％と高く、開花揃いが良好となった。一方、13℃処理

では、開花率と開花揃いは8℃処理と5℃処理に比較して劣った

ものの、到花日数に差は認められず、開花率は87～89％と実用

的な水準に達した。 
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開花率に及ぼす切り枝の低温処理温度の影響

図３ 催色期における花芽の肥大状況 
（休眠打破：温湯＋GA25ppm） 

図２ 開花率に及ぼす切り枝の低温処理温度の影響
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催色始日と到花日数に及ぼす切り枝の低温処理温度の影響

 
5℃区    8℃区    13℃区 

試験区 花そう重
ｚ

小花数
ｙ 花径 花梗長

（ｇ） （個） （mm） （mm）
 5℃／温湯＋ＧＡ50ppm 1.8 2.6  23.0 21.0
 5℃／温湯＋ＧＡ25ppm 1.8 2.5  21.8 19.6
 5℃／無処理 - - - -
 8℃／温湯＋ＧＡ50ppm 1.9 2.7  23.1 21.3
 8℃／温湯＋ＧＡ25ppm 1.8 2.5  21.0 18.5
 8℃／無処理 - - - -
13℃／温湯＋ＧＡ50ppm 2.4 2.9  27.2 19.4
13℃／温湯＋ＧＡ25ppm 1.8 2.5  23.2 19.2
13℃／無処理 - - - -
自然温度／無処理 - - - -
ｚ
10花そう当たり，

ｙ
1花そう当たり

図１ 催色始日と到花日数に及ぼす切り枝の低温処理温度の影響

表１ 小花の品質に及ぼす切り枝の低温処理温度の影響 


